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令和３年度 第２回主任・中堅、第４回新任教員研修会 
 

１ 日  時   〇中堅教員研修会 令和３年 ８月 ５日（木） 10:30～15:30 

〇新任教員研修会 令和３年 ８月 ５日（木） 10:30～15:30 

６日（金） 10:30～15:30 

〇主任教員研修会 令和３年 ８月 ６日（金） 10:30～15:30 

 

２ 会  場   オンライン開催 【ＺＯＯＭ】 

         ※詳細はお申し込み後に改めてお知らせいたします。 

 

３ 参加費等   ○主任教員研修会 ３，５００円 

○中堅教員研修会 ３，５００円 

○新任教員研修会 ７，０００円 

参加費は、下記の銀行口座にお振り込みください。 

         東邦銀行 県庁支店 普通 １０４１８９２ 

          (公社)福島県私立幼稚園・認定こども園連合会研修会 理事長 平栗裕治 
       ※ 振込金受取書をもって領収書に代えさせていただきます。お振込は、園名でお願いいた

します。 

      なお、当日の欠席については返金できませんので、ご了承ください。 

 
４ 申込／振込締切日  令和３年 ７月１５日(木)必着 
     
 
５ 各資料・レポート・アンケートについて 

  当日までに本連合会ホームページＡＩＰＯ共有フォルダに掲載しますので、恐れ入り

ますが、各園で参加者分ご準備をお願いいたします。 

  また、レポート・アンケートの提出方法については改めてご連絡いたします。 

  なお、レポートの提出をもって参加とさせていただきます。 

 

６ 研修ハンドブックについて 

当日までに本連合会ホームページＡＩＰＯ共有フォルダに「研修スタンプ引換券」を

掲載しますので、恐れ入りますが、各園必要分プリントアウトしていただき、各参加

者必要事項をご記入のうえ、後日レポート等と一緒にご提出ください。追って研修ス

タンプ（シール）を送付いたします。 

受け取ったスタンプは速やかに研修ハンドブック該当ページにお張りください。 

※配付方法等変更がある場合がございます。その場合は改めてご連絡いたします。 

 

《 ご 注 意 》 

発行は該当研修会当日（レポート等提出確認）のみとなり、再発行はいたしません。 

ご本人以外の方への引き換えはいたしません。 
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令和３年度 第２回 主任教員研修会 要項 
（参加の目安：８年目からの教員を対象） 

 

１ 日  時   令和３年 ８月 ６日（金） １０：３０～１５：３０ 

 

２ テ ー マ   「新しい時代を伸びやかに生きる」 

～社会に開かれた質の高い幼児教育を～ 

 

３ 趣  旨   新学期がスタートし、日々子供たちの成長を感じながら保育をしている

ことと思います。 

今回は保育場面の写真などを持ち寄り、成長の瞬間を共有していきたい

と思います。 

また「気になる子」に対して不安を感じることも多いことでしょう。今

回はそうした子に対する言葉かけに注目してもう一度保育の振り返り

ができる機会としていきたいと思っています。 

 

４ 日 程 

10:30         12:00 13:00           14:30 14:40       15:30 

 

 

 

 

 

 

５ 講師・研修内容（符号は「保育者としての資質向上研修俯瞰図」対応） 

 

  研修① 「 保育を語ろう～写真を用いての育ちの共有～ 」       【Ｅ６－Ⅱ】 

講師：福島めばえ幼稚園 副園長 伊藤ちはる 先生 
・実際に作ったポートフォリオ 
・日々の保育で嬉しかった瞬間の写真、又はそれまでの記録写真 
・成長を追っての記録写真 
などを持寄り、自分の保育を語り合う時間を持ちます。当日までにご準備ください。 
 

研修② 「 気になる子の保育～伝わる言葉 伝わらない言葉～ 」    【Ｅ５－Ⅱ】 

講師：こども教育宝仙大学 准教授 守  巧 先生 
 

※研修①②ともにグループワークを予定しておりますので、できるだけ一人１台で参加でき
るようご準備をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

受 
 

付 

研

修

① 

昼

食 

研

修

② 
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令和３年度 第２回 中堅教員研修会 要項 
（参加の目安：３年目から７年目の教員を対象） 

 

１ 日  時   令和３年 ８月 ５日（木） １０：３０～１５：３０ 

 

２ テ ー マ   「新しい時代を伸びやかに生きる」 

～社会に開かれた質の高い幼児教育を～ 

 
３ 趣  旨   １学期中の保育の課題や反省点が少しずつ見えてきたころだと思いま

す。２学期に向けて、今回の講義での学びを少しでもこれからの保育に
活かせるよう研修にあたってほしいと思います。 
研修①では、記録を活かして自分の保育の質向上に繫げるために、米屋
真由美先生による「遊びの見取り」についてご講義いただきます。“計画
は何のためにあるのか？”“記録は何のためにするのか？”について考
え、保育の引き出しを増やし、深められる様にと考えております。 
研修②では、“保育における「絵本」の役割は何か？”“絵本を読むこと
で得られる学びとは？”について、学研教育みらいから講師の先生をお
呼びして、作り手側の意見や意図をご教示いただき、保育における絵本
の重要性について考えていきたいと思います。 

 
４ 日 程 

10:30        12:00 13:00          14:30 14:40       15:30 

 

 

 

 

 

 

５ 講師・研修内容（符号は「保育者としての資質向上研修俯瞰図」対応） 

 

  研修① 「 遊びを支える保育者を目指して 」             【Ｅ３－Ⅱ】 

講師：福島県教育庁義務教育課 指導主事 米屋真由美 先生 

 

 

  研修② 「 保育における絵本の重要性～絵本から学ぶもの～ 」     【Ｅ２－Ⅱ】 

講師：学研教育みらい仙台支店  

 

 

 

 

受 
 

付 

研

修

① 
昼

食 

研

修

② 
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令和３年度 第４回 新任教員研修会 要項 
（参加の目安：１年目から２年目の教員を対象） 

 

１ 日  時   令和３年 ８月 ５日（木） １０：３０～１５：３０ 

６日（金） １０：３０～１５：３０ 

 

２ テ ー マ   「新しい時代を伸びやかに生きる」 

～社会に開かれた質の高い幼児教育を～ 

 

３ 趣  旨   新任教諭として初めての１学期が終わり、自身の保育の振り返りを行い、

運動会や発表会が行われる２学期に向けて様々な保育の準備をしてい

ることかと思います。 

今回の研修では、日々の記録の取り方や保護者支援について学んでいけ

ればと思います。また、運動会や発表会等を踏まえた実技の研修を含め

た研修を計画しています。今回の研修を糧にして、実り多き２学期とな

るように学びを深めていきましょう。 

 

４ 日 程 

  ８月５日（木） 

10:30        12:00 13:00          14:30 14:40       15:30 

 

 

 

 

 

  ８月６日（金） 

10:30        12:00 13:00          14:30 14:40       15:30 

 

 

 

 

 

 

５ 講師・研修内容（符号は「保育者としての資質向上研修俯瞰図」対応） 

 

  研修① 保育実践「 絵本の楽しさを伝えよう 」            【Ｅ２－Ⅰ】 

講師：学研教育みらい仙台支店 
絵本を読むときに何に気をつけていますか？子供たちに絵本の楽しさを教えるために

何が必要か、絵本を作成している講師から作り手の意図やねらいを聞き、絵本の読み方

について考えていきましょう。 

 

 

受 
 

付 

研

修

① 
昼

食 

研

修

② 

受 
 

付 

研

修

③ 

昼

食 

研

修

④ 
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  研修② 「 保育に繫げる記録 」                   【Ｅ６－Ⅰ】 

講師：東京未来大学 特任教授・ 

大田区若竹幼稚園 副園長 横 山 文 樹 先生 
日々の保育を記録に留めるには限界があります。記録に残すことで保育の振り返りを

しっかりと行うことができます。書き方のポイント、視点の置き方などを学び、明日

の保育に繫げる、また、要録などへも活かせる記録の仕方を身につけましょう。 

 

  研修③ 保育実践「 コロナ禍における運動遊び 」           【Ｂ３－Ⅰ】 

講師：(株)こども体育研究所 支部長代理 矢 吹 晃 市 様 
保育の現場において、幼児期の子どもの特性を踏まえた運動遊びはとても重要です。

そのためにも、まずは保育者が心と体の発散をしながら、楽しさを共有していきまし

ょう。コロナ禍でもできる、運動会にもつながる運動遊びを実践的に学びます。 

※動きやすい場所、服装での受講をお願いいたします。 

 

  研修④ 「 保護者との連携 」                    【Ｆ１－Ⅰ】 

講師：元いわき短期大学 教授 鈴木まゆみ 先生 
保育者として、子供たちとの関わりと同じように、保護者との関わりにも奮闘してい

ることと思います、言葉の選び方、表情の一つで伝わり方は変わってきます。今でき

ることから連携のいろいろな方法を学んでいきましょう。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


